
 

令和３年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大田区立矢口東小学校 







【令和３年度 矢口東小学校授業改善推進プラン】 

社会科における前年度の授業改善推進プランの検証 

取り組みにおける成果と課題 

・知識・技能において４・５年生の目標値が上回っていることから、一定の成果が出ていると考えられる

が、学習用語の確認を繰り返し行うことや、自分で学習のまとめをする時間を確保するなどして、学習

したことを振り返る機会をもつようにすることが必要である。 

・思考・判断・表現において６年生の結果に成果が見られた。ただ全体的に資料の読み取り方に課題があ

ることから、資料を読み取る際に、問いに対する具体的な読み取り方を技術として身に付けることがで

きていないことが課題である。 

・どの学年も、社会科見学や実生活体験などから、直接見聞きしたことと結びつけて主体的に学習に取り

組む態度を高めていくことが課題である。 

社会科における調査結果の分析 

観
点
別 

結
果
分
析 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・４・５年生は目標値を上回り、

６年生は少し下回った。特に

６年生では国土についての項

目が、昨年より大幅に正答率

が下がっていた。国土とその

特徴についての理解を深める

教材を活用する必要がある。 

・６年生は目標値を上回り、４・

５年生は目標値を下回った。

どの学年も資料を読み取り答

える課題がある。資料の読み

取り方について重点的に授業

で扱うなど、資料の読み取り

を技術的に底上げすると取組

みが必要である。 

・４・５・６年生共に目標値を

下回った。社会科見学などで

見聞きしたことを生活体験と

結びつけることにより、主体

的に学んだことを生かしたり

興味の幅を広げて学習したり

する態度を身につけさせてい

くことが課題である。 

調査結果に基づいた授業改善のポイント  

１ 問題解決的な学習の定着 

→「つかむ」「調べる」「まとめる」「いかす」の学習過程に見通しがもてるように問題解決的な学習の定着

を図り、児童が社会的事象をすすんで調べ追究しようとする態度を育てていく。 

２分かったことや考えたことを短い文章で表現させる 

→社会的な思考・判断・表現する力を伸ばしたり、知識・技能を定着させたりするために、事実や意見を

自分の言葉で表現させる時間を設定していく。 

３資料を読み取る技能を定着させる 

→グラフなどの数値の変化や、資料の読み取り方・活用の仕方について、他教科の学習内容と連携させて

合科的な学習をすすめる。 

４社会に対する児童の興味・関心を高める 

→児童が社会科の学習に興味をもてるよう、資料の提示の仕方を工夫する。ＩＣＴ活用を学年ごとに計画

的に行っていく。 

社会科の授業改善策 

１社会的事象への主体的に学習に取り組む態度を高めるために 

→児童が関心・意欲をもてるよう導入を工夫する。また、高学年ではゲストティーチャーや外部の教育機

関、企業の協力を得て、授業に多様な活動を取り入れる。 

２社会的な思考・判断・表現を高めるために 

→<中学年>身近な地域の学習が中心となるため、見学に行ったことや実生活と学習したことを結び付ける

ような学習の計画を立てるようにする。 

→<高学年>複数の資料から読み取ったことを比べる、関連付ける、まとめるという思考の流れを指導する。

資料が示していることから思考する場面を設定していく。またＩＣＴを活用した学習として、タブレッ

トでの調べ学習や映像資料を参考にした授業を展開していく。 

３知識・理解の技能を高めるために 

→①八方位、都道府県、日本周辺国の名称と位置について、どの学年でも地球儀や地図を活用して知識の

定着を図っていく。 

 ②高学年では、最低限習得させたい用語について語句テストを実施するなどして定着を図る。また学習

した歴史上の人物を掲示したり、歴史かるたなどを活用したりして学ぶ機会を増やしていく。 

 



 



 



【令和３年度矢口東小学校授業改善推進プラン】 

生活科における令和２年度の授業改善推進プランの検証 
取り組みにおける成果と課題 

・昨年度からの新型コロナウィルス感染症防止対策により、グループ活動や地域に出ての活動、身近な人々と

交流する学習がほとんど行えない状況である。そこで感染症防止対策をとりながらも、相手意識をもって行動

することのよさに気付き、それを日常の学校生活の中に役立てることができるように創意・工夫した。 

・体験や活動を通して自分なりの気付きをすることはできているが、やはり感染症防止対策の観点から表現の場

が限定的になってしまった。他教科とも連携させ、思考と表現の一体化を目指しながら指導を行った。 

・スタートカリキュラムに沿って、幼児教育と小学校教育と具体的な連携を図り、生活上必要な習慣や技能を身

に付けさせていくことが課題として取り組んだが、本年度も学校生活になかなか慣れない様子の児童が見られ

た。児童の実態を分析しながら、引き続き取り組んでいる。 

生活科における観点別の分析 

観
点
別
結
果
の
分
析 

知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

・コロナ渦において、校外の人と
のかかわりには制限があるが、
身近な人々の思いや願いを想
像し、自分にできることを考え
ることができている。 

・諸活動を通して、学校の自然や
人とかかわり、その場所の良い
ところに気付くことができてい
る。 

・活動を通して考えたことや感じ
たことを観察カードにまとめた
り、タブレットを活用して表現し
たりすることができた。 

・活動や体験について考える際、
活動そのものの楽しんでいる
様子は見られるが、それを表
現する方法が十分に備わって
いるとは言えない。 

・動植物の生長のような自然現に
関心をもち、意欲と愛着をもっ
て活動しようとしている。 

 
・相手に喜んでもらえるよう計画
を立てたり、友達と一緒に楽し
める遊びを考えたりしようとして
いる。 

 

授業改善のポイント 
１ 具体的な活動や体験を通して身近な人々、社会や自然とのかかわりに関心をもたせる。 

→地域の人々と交流する活動や地域に出かける活動を２年間にわたり継続的に取り入れる。ただし、感染症

予防の観点から、他者と関わる活動は実施するかどうかや体調管理などに十分配慮する。人と触れ合うこと

や地域社会のよさ、自然の不思議さや面白さなどを実感できるような体験的活動を取り入れ、日常的に人

や社会、自然に目を向けられるようにする。 

２ 表現活動を充実させ、その言語化を図る。 

→活動や体験をその場限りで終わらせるのではなく、小学校低学年の発達特性を踏まえ、様々な表現方法を

十分に活用した指導・支援を行う。さらにそれを適切な言語表現につなげるために、他教科と連携した指

導を充実させる。またタブレットを活用した表現方法を取り入れる。 

３ スタートカリキュラムに沿った小学校生活への適応を図る 

→スタートカリキュラムを策定し、幼児教育と小学校教育と具体的な連携を図り、生活上必要な習慣や技能を

身に付けさせていく。 

 

授業改善策 
○知識・技能 

 身近な環境に主体的に関わる中で、生活に必要な習慣や技能を身に付けようとする態度につなげる。 

 

○思考・判断・表現 

 ・活動前後の話し合い活動を十分にさせることにより、体験活動と表現活動の一体化を図る。 

 ・人と交流する機会を設け、相手に応じた活動や表現を工夫させる。 

 

〇主体的に取り組む態度 

 ・カード等の表現、発表、話し合いの中からよい気付きを価値付け、各自の学びをたしかなものにすることによ

り、次の活動に生かして取り組もうとする態度につなげる。 

 

 

○学校生活への適応を計画的に図るために 

・スタートカリキュラムに沿って、幼児教育と小学校教育と具体的な連携を図り、生活上必要な習慣や技能を身

に付けさせていく。 

 



 



 



【令和３年度 矢口東小学校 授業改善推進プラン】 

体育科における令和２年度の授業改善推進プランの検証 

取り組みにおける成果と課題 

・体力調査の結果（令和元年度）では、上体起こし、２０ｍシャトルラン、ソフトボール投げに課題のある学年が多かった。

中休みや昼休みは、積極的に外遊びをして体を動かす児童が多い。しかし、学年によっても差があり、全体的な体力・運

動能力の向上にはつながっていない。 

・健康に関しては日頃からの指導により、知識を自分の生活と関連させて考える力は育ってきていて、手洗いうがい等を徹

底して行うようになっている。 

体育科における調査結果の分析 

 

運動領域 保健領域 

低学年 

長座体前屈、反復横とび、立ち幅とびは好記録。上体

起こし、２０ｍシャトルラン、ソフトボール投げに課

題がある。 

 

中学年 
長座体前屈、反復横とび、立ち幅とびは好記録。上体

起こし、５０ｍ走、ソフトボール投げに課題がある。 

生活・健康・体の発達についての理解、知識はあるの

で、実践できるように声をかけていく必要がある。 

高学年 
立ち幅とびは好記録。上体起こし、２０ｍシャトルラ

ン、ソフトボール投げに課題がある。 

心の健康・病気・けがの原因・生活習慣病についての

知識は身に付いている。 

調査結果に基づいた授業改善のポイント 

１．児童が進んで運動に取り組むために、めあてを示す。 

・学習の最初にめあてを提示し、児童に見通しをもたせて取り組ませる。掲示物やワークシートも活用し、いつでも確

認できるようにしたり、意欲や技能の高まりを実感できるようにしたりする。 

・場の設定を工夫し、児童が意欲的に取り組めるような環境作りを行う。めあての達成に迫るとともに、運動量が確保

できるように、めあてに応じた活動の構成や時間配分も意識する。 

２．準備運動、予備運動の充実を図る。 

・準備運動の中に、体つくりの要素を取り入れたり、鬼遊びを取り入れたりして体力の向上を図れるようにする。 

３．個々の技能を高めるだけではなく、チームワークを大切にする心を育てる。 

・児童同士が励まし合い、教え合いながら運動に取り組めるようにグループ活動を取り入れる。 

４．健康・安全に関しての知識を実生活に生かせるようにする。  

・早寝早起き朝ごはん週間を実施し、正しい生活習慣や運動習慣を身に付けさせる。 

・毎日の積み重ねで健康が維持できていることを実感できるよう、視聴覚教材や掲示資料、ワークシートを授業に取り

入れ、自己の行動や生活について振り返る機会をつくる。 

体育科の授業改善策 

低学年：体つくり運動や走の運動遊び・機械器具を使った運動遊びを充実させる。授業の最初に鬼遊びを取り入れる等、運動量を確保し、

体力の向上を目指す。簡単なきまりのある活動を取り入れ、楽しみながら基本的な動きをしっかりと身に付けられるようにする。 

中学年：友達と協力しながら運動に取り組むことで、特性に応じた技能を身に付けさせる。特に体つくり運動の充実を図ることで体を動

かす楽しさや心地よさを味わうとともに基本的な動きができるようにする。また、体力向上を目指し、授業の最初に鬼遊び等の

ゲームを取り入れる。健康・安全に関しては、知識・理解を定着させ、実践していける力を養う。 

高学年：友達と協力しながら運動に取り組むことで、特性に応じた技能を身に付ける。体幹を鍛えるために、特に体力を高める運動に重

点を置き、計画的に指導する。また、活動を工夫して運動の楽しさや喜びを味わうことができるようにグループ活動を充実させ

る。健康や安全については、知識・理解を定着させ、実践できるように、日常的な声かけを行い実生活と結び付けて考えさせる。 

○いろいろな運動に意欲的に取り組むために 

・視聴覚教材や提示資料を使うなど、授業を工夫する。また、ワークシートを活用し、学習の見通しをもたせるだけでなく、意欲を高

められるようにする。 

・休み時間を活用してできる取り組みを授業で行ったり、全校で運動に取り組んだりする。 

○個々の技能を高め、チームワークを大切にする心を育てるために 

・ペア学習やグループ学習を取り入れ、友達同士で積極的にアドバイスし合ったり、励まし合ったりできるようにする。その際、タブ

レットを使って、友達の動きを撮りあったり、見合ったりして、互いにアドバイスしていく。 

○健康への意欲を高める指導の充実を図るために  

・早寝早起き朝ごはん月間を活用して、児童に規則正しい生活習慣が身に付くようにする。 

・養護教諭や栄養士と連携し、衛生教育、食育の推進を図る。また、外部講師を活用し、保健指導や給食指導を継続的に行う。 

・外部講師を活用し、心の発達や病気、がん教育、けがの予防、防止、薬物の危険性について意識の向上を図る。 

 



 


